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考 え た こ と を 喪 親 した り .


























C できる !できる !
T 図にかいて考えてみましょう｡
場 面 を 園 に 表 現 す る
C (自力解決)
考 え た こ と を 嚢 現 し た り.
































場 面 を 喝 に 嚢 現 す る
C (自力解決)
考 え た こ と を 轟 現 した り.
説 明 した りす る
C 前から6番目だと,後ろから2番目にな
ります｡式は7-6+1です
7人
00000●○
みちいさん
C みらいさんが前から2番目だと,7-2
十 1-6 6番目です｡
7人○●〇〇〇〇〇
キ()いさん
C 前から7番目だと.一番後ろになります∩
式は7-7十1-1,後ろから1番目にな
ります｡
7人
〇〇〇〇〇●
み:>いさん
T いつでも正しいと言えそうですね｡園を
かくとどうでしたか?
C 図をかくと,答えがすぐ分かります｡
C 全員から前から何番目までをひくと,み
らいさんの後ろの人数になるので, 1たさ
ないといけないと思いました｡
4 実践をおえて
r図に凄すよさ｣を子どもたちが実感する
にはどのような支援が有効か考え.実践して
きた｡
(1)場面を絵や図に表現すること
応初の問題は,教科番にかいてある図を使
って,全員が同じ図がかけるようにした｡
13人を13個の○で表すこと,その中のけ
んたさんはどの○なのかをていねいに確認し,
全員がきちんとした図がかけるように配慮し
た｡図に裁すまでは,間越の意味がよく理解
できていなかった子どもも,図をかくと問題
に曲り組むことができていた｡また,Jk初の
問題のときに,図をかくまでは13-5と考
えていた子どもも図をかくと,自分の問追い
に気付くことができた｡ 2間日,3聞剛まほ
とんどの子どもたちが図に表すことができて
いた∩数図ブロックを使った子どもはいなか
った｡
(2)考えたことを表現したり,説明したり
すること
問題を図に表して答えを求めることができ
ていても,数値を岱き込んだり説明をかいた
りすることには抵抗を感じる了どもが見られ
た｡数値や説明を番き込んでいる実際の子ど
ものノー トを紹介したり,図を県板にかいた
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りして,何人かの子どもに自分の言葉で説明
をさせた｡｡説明するときには, ｢まず｣
｢次に｣ ｢最後に｣のように順序を表す言葉
を使って説明するようにした｡
答えを式を用いて表すことには,こちらが
思ったほど抵抗を感じる子どもは多くなかっ
た,Ji･初の問題では,図をかくことによって,
13-6と､'Z.式する子どもが多かった｡
(3)簡単な数 (場面)で考えること
数が小さい7人で考えたことで,1つだけ
でなく,2つ,3つと図にかいて考えた千ど
もがたくさん見られた｡そのことで,きより
について意識できた子どもが多かったように
感じた｡
今後も教JiLF的な思考力 ･表現力を育てる授
業づくりについて,研究を進めていきたい｡
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